
熊本高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 古典文学
科目基礎情報
科目番号 0085 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械知能システム工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 配布プリント
担当教員 道園 達也
到達目標
１．古典文学の概要と、主要な作品に触れる。
２．主要な作品について討論できる。
３．自分の観点で意見を述べることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
古典文学の概要と、主要な作品に
触れ、自分の観点で意見を述べら
れる。

古典文学の概要と、主要な作品に
触れる。

古典文学の概要と、主要な作品に
触れることがない。

評価項目2 主要な作品について主体的に討論
できる。 主要な作品について討論できる。 主要な作品について討論できない

。

評価項目3 自分の観点で意見を述べることに
主体的に取り組むことができる。

自分の観点で意見を述べることが
できる。

自分の観点で意見を述べることが
できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
古典文学に表現された人間の知を読み解きたい。人生や社会、自然に対する思想と感性は、共通性と差異によって〈い
ま・ここ〉に生きる私たちの姿を照らし出してくれる。
様々な古典文学を読むことで、その一端に触れたい。

授業の進め方・方法 資料を配付して、様々な古典文学を読む。それぞれの作品について概要を紹介し、読解のポイントを示すので整理して
理解してほしい。古文への抵抗感をやわらげ、その世界が身近に感じられるように配慮したい。

注意点 授業で取り上げた古典文学作品について概要とともに、読解のポイントを理解すること。
ディスカッションに積極的に参加し、口頭発表や文書・資料作成に取り組むこと。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス　古典文学史の基礎 古典文学史の基礎的知識を確認する。

2週 歴史ｰ古事記 古事記の基本的知識を理解し、グループディスカッシ
ョン等に取り組む。

3週 和歌ー万葉集と古今和歌集 万葉集と古今和歌集の基本的知識を理解し、グループ
ディスカッション等に取り組む。

4週 伝奇物語ー竹取物語 竹取物語の基本的知識を理解し、グループディスカッ
ション等に取り組む。

5週 歌物語（１）ー伊勢物語 伊勢物語の基本的知識を理解し、グループディスカッ
ション等に取り組む。

6週 歌物語（２）ー伊勢物語 伊勢物語の基本的知識を理解し、グループディスカッ
ション等に取り組む。

7週 古典と触れ合うー参考文献 古典文学に触れ合うための参考文献に関する資料を作
成する。

8週 古典と触れ合うー参考文献 古典文学に触れ合うための参考文献に関する資料に基
づいて口頭発表をおこなう。

2ndQ

9週 物語ー源氏物語 源氏物語の基本的知識を理解し、グループディスカッ
ション等に取り組む。

10週 随筆ー方丈記 方丈記の基本的知識を理解し、グループディスカッシ
ョン等に取り組む。

11週 軍記物語ー平家物語 平家物語の基本的知識を理解し、グループディスカッ
ション等に取り組む。

12週 浄瑠璃（１）ー曽根崎心中 曽根崎心中の基本的知識を理解し、グループディスカ
ッション等を経て、感想を文章にまとめる。

13週 浄瑠璃（２）ー曽根崎心中 曽根崎心中の感想を文章で共有し、グループディスカ
ッションをおこなう。

14週 読本（１）ー雨月物語 雨月物語の基本的知識を理解し、グループディスカッ
ション等を経て、感想を文章にまとめる。

15週 読本（２）ー雨月物語 雨月物語の感想を文章で共有し、グループディスカッ
ションをおこなう。

16週 学習内容の振り返り
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

GD＋発表＋文章作成 合計
総合評価割合 100 100



基礎的能力 100 100
専門的能力 0 0
分野横断的能力 0 0


